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日本気象学会春季大会講漬企画委員会からのお知らせ
●

講演企画委員会

　昭和62年度日本気象学会春季大会のシンポジウムの標

題及び講演者は下記の通りです．

テーマ　rモンスーンと梅雨」

座長河村武（筑波大学）
話題提供者

加藤内蔵進（名古屋大学）：東アジア循環場の季節進

　　　　　行と梅雨前線

安成哲三（筑波大学）：モンスーンの季節内変動と東

　　　　　アジアの循環場

田中　実（気象研究所）：中国黄河流域の降水量の経

　　　　　年変動とアジアモンスーンの関係

中村　一（気象庁）：JMAモデルによる梅雨とモン

　　　　　スーンの予報実験

●

月例会r第31回山の気象シンポジウム」のお知らせ

日時昭和62年6月20日（土）13：00から

場所気象庁第一会議室（5F）
講演希望の方は演題に200字以内のアブストラクトを

つけて，4月末日までに，東京管区気象台業務課　岡野

光也（〒100千代田区大手町1－3－4）まで郵送して下さ

い．

「熱帯海洋と気候変動（TOGA）に関するシンポジウム」開催のお知らせ

　標記シンポジウムを来る昭和62年6月4，5日（木・

金），東京大学海洋研究所（〒166東京都中野区南台1－

15－1）で開催いたします．このTOGAシンポジウム

は同研究所の共同利用研究会の形で開かれるものです．

一日目は，測地学，水産海洋学，古気候学，古生物学，

災害科学等の分野のENSOに関わる気候変動研究を学

際的な側面から広くレビューすることにしています．

又，多くの分野の方々の交流と情報交換のために懇親会

を用意しています．二日目は，気候変動国際協同研究計

画（WCRP）のTOGAに直接関わる海洋物理学及び
気象学の研究者による多様な研究経過や観測成果，将来

計画等のあまり形式にとらわれない発表を予定していま

す．

　気候変動の研究に興味をお持ちの方の積極的な参加を

期待しております．

　このシンポジウムに講演をご希望の方，興味をお持ち

の方は下記まで気軽にご連絡下さい．

　　　　　　〒816春日市春日公園6丁目1番地

　　　　　　　　　九州大学応用力学研究所

　　　　　　　　　山形俊男　TEL　O92－573－9611

　　　　　　　　　　　　　　EXT532，535

　　　　　または

　　　　　　〒113東京都文京区弥生2丁目11番地16号

　　　　　　　　　東京大学理学部地球物理学科

　　　　　　　　　住明　正TEL　O3－812－2111

　　　　　　　　　　　　　　EXT4299

一

80 、天気”34．3．


